
　　学校法人千葉敬愛学園の平成15年度決算は、監事の監査及び公認会計士の監査を受け、平成16年5月26日

　（木）の理事会および評議員会において審議の結果、別表通り決定しました。

　　消費収支計算書を平成14年度決算と比較してみると、帰属収入は54億4千1百万円で、主な増加要因は、補

　助金の増加や手数料及び資産運用収入の増収によるものであり、減少要因としては、経済学部の臨時定員返

　還に伴う学生数の減少や退職金財団交付金の減少など、昨年度と比較すると1億9千9百万円の減収となりまし

　た。

　　一方、消費支出は54億4千1百万円と昨年より1億4千5百万円減少しました。主な減少要因は,人件費や管理

　経費及び資産処分差額の減少によるものであります。教育研究経費は昨年度より増加となりました。

　　施設設備の取得による基本金組入れの主な内容は、平成14年度から平成18年度までの継続事業である敬愛

　高校校舎の改築工事のうち、敬愛高校体育館棟の建設、国際学部及び短大校舎学内ＬＡＮの拡張工事や各校

　建物改修工事などであります。

　　この結果、当年度消費収支差額は5億6百万円の支出超過となりました。なお、基本金組入額控除前の帰属

　収支差額では、2千5百万円の収入超過となりました。

平成15年度決算報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人　千葉敬愛学園



人 件 費 支 出 3,705 学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 3,926

教 育 研 究 経 費 支 出 1,044 手 数 料 収 入 118

管 理 経 費 支 出 221 寄 付 金 収 入 66

借 入 金 等 利 息 支 出 20 補 助 金 収 入 1,157

借 入 金 等 返 済 支 出 61 資 産 運 用 収 入 43

施 設 関 係 支 出 813 資 産 売 却 収 入 102

設 備 関 係 支 出 87 事 業 収 入 30

資 産 運 用 支 出 386 雑 収 入 172

そ の 他 の 支 出 411 借 入 金 等 収 入 690

前 受 金 収 入 1,892

そ の 他 の 収 入 588

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 298 資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,126

次 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,271 前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,063

支 出 の 部 合 計 10,721 収 入 の 部 合 計 10,721

人 件 費 3,619 学 生 生 徒 等 納 付 金 3,926

教 育 研 究 経 費 1,485 手 数 料 118

管 理 経 費 232 寄 付 金 76

借 入 金 等 利 息 20 補 助 金 1,157

資 産 処 分 差 額 24 資 産 運 用 収 入 43

そ の 他 36 事 業 収 入 30

雑 収 入 91

消 費 支 出 の 部 合 計 5,416 帰 属 収 入 合 計 5,441

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 506 基 本 金 組 入 額 合 計 △ 531

前 年 度 消 費 支 出 超 過 額 992 消 費 収 入 の 部 合 計 4,910

翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 1,498 帰 属 収 支 差 額 25

固 定 資 産 14,119 固 定 負 債 1,950

有 形 固 定 資 産 11,938 流 動 負 債 2,382

そ の 他 の 固 定 資 産 2,181 基 本 金 16,074

流 動 資 産 4,788 消 費 収 支 差 額 △ 1,499

資 産 の 部 合 計 18,907 負債、基本金及び消費収支差額合計 18,907

科　　目 金額 科　　目 金額

貸　　借　　対　　照　　表
平成16年3月31日

資　　産　　の　　部 負債・基本金・消費収支差額の部

科　　目 金額 科　　目 金額

消　費　収　支　計　算　書
平成15年4月1日から平成16年3月31日まで

支　　出　　の　　部 収　　入　　の　　部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成15年4月1日から平成16年3月31日まで　　　　　　　　（単位　百万円）

支　　出　　の　　部 収　　入　　の　　部

科　　目 金額 科　　目 金額
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資　金　収　支　計　算　書




